学習指導案

１　日時　　　　　平成17年6月9日（木）　３校時(10:55~11:45)

２　対象　　　　　普通科国際教養コース１年１組 20名 （女子12名　男子8名）

３　場所　　　　　１年１組教室

４　授業者　　　　教諭　武村英明

５　科目　　　　　総合英語

６　教材　　　　　Voyager English CourseⅠ（第一学習社）
７　単元　　　　　Lesson 3　Do You Slurp Ramen?

８　単元について

○教材観

　「ラーメンを食べるときに，音を立てるか」という身近な事例から，「文化によって音の意味がちがうこと」が示され，ちがいに接する態度が述べられている。生徒にとってわかりやすい事例であり，かつ「異文化への態度」という重要な問題が述べられているという点で，好教材であると考える。

　文法事項としては，助動詞，受動態，関係代名詞がある。これらはいずれも，基本的なことは中学校で既習であるので，１時間でまとめて簡単に復習する。

○生徒観

　入学の時点で，英検３級取得者が13名（20名中，うち準２級取得者１名）いるが，英語学力が際立って高い生徒はごく少数である。大半は標準的な英語学力をもった生徒であり，中には英語を苦手としている生徒もいる。ただし，国際教養コースであるので，英語学習に対する意欲は高い。これがこのクラスの最大の強みである。今後は，12月の海外語学研修（ニュージーランド，３週間）を目指して，英検準２級に全員が合格することを，クラスの目標としている。

○指導観

　４技能を総合的に向上させるという科目の特性から，「読む」「書く」「聞く」「話す」の４技能を有機的に関連させた活動を念頭に置いている。具体的には，教科書の文章を「読む」，それをもとに自分の考えを「書く」，「話す」，教師やクラスメートの英語を「聞く」ことが含まれるような授業構成としている。また，国語科との連携による問答ゲームによって，英語を「話す」力をつけることも目指している。

９　単元の目標    

（１）「文化によって社会のルールがちがうこと」を理解する。

（２）助動詞，受動態，関係代名詞を含む文を理解する。

（３）センスグループに区切った英文の英日通訳をすることができる。

（４）自分の考えを３文以上で表現することができる。

１０　単元の評価規準

	ア　関心・意欲・態度
	イ　表現の能力
	ウ　理解の能力
	エ　知識・理解

	[言語活動への積極的な取り組み]

①聞くことの言語活動に積極的に取り組んでいる。


	[正確な表現]

①読み取った内容を参考として，自分の考えを英語で表現することができる。

[適切な表現]

②自分の考えを，相手に伝わるように効果的に表現することができる。
	[適切な読み取り]

①書かれていることの要点を把握することができる。

[正確な読み取り]

②書かれていることについて，正確に理解することができる。
	[言語についての知識]

①助動詞，受動態，関係代名詞を含む文を，理解することができる。




１１　指導と評価の計画（全７時）

	時
	学習内容
	評　　価

	
	
	関
	表
	理
	知
	評価規準
	評価方法

	１
	Lesson 3全体の概要把握


	○
	
	○
	
	ア①

ウ①
	活動の観察

	２
	文法事項


	
	
	
	○
	エ①
	活動の観察

	３
	Lesson 3 (Part 1)


	
	○
	○
	
	イ①

ウ②
	活動の観察

	４
	Lesson 3 (Part 2前半)


	
	○
	○
	
	イ①

ウ②
	活動の観察

	５
	Lesson 3 (Part 2後半)


	
	○
	○
	
	イ①

ウ②
	活動の観察

	６
	Lesson 3 (Part 3)

　　　　　　　　　　本時
	
	○
	○
	
	イ①

ウ②
	活動の観察

	７
	Exercise

コミュニケーション活動
	
	○
	
	○
	エ①

イ②
	活動の観察


１２　本時の展開

（1） 本時の目標

a) 「文化によって社会のルールがちがうこと」を，本文に即して理解できる。

b) 本文に関連する話題について，自分の考えを３文以上で表現することができる。

（2） 観点別評価規準

[表現の能力]

読み取った内容を参考として，自分の考えを英語で表現することができる。

[理解の能力]

書かれていることについて，正確に理解することができる。

（３）準備物

　教科書，辞書，速読英単語テスト，プリント，ストップウオッチ

（４）学習の展開

	時間
	生徒の活動
	指導上の留意点
	評価規準
	評価方法

	導入

３分
	①問答ゲームをする。
	①多く言えた生徒をほめる。
	
	

	復習

７分
	①コーラスリーディング（Part 2）

②Part 2の質問に，英語で答える。
	①意味の区切りを意識させる。

②簡単な質問を数多くすることで，

　生徒の発言機会を多くする。
	
	

	読解

２０分
	①本時の単語を音読する。

②本時の本文を音読する。

③プリントにある本文理解のための課題にとりくむ。
　（予習ノートを見ながら）

④重要な言語材料を確認する。
	①発音 /ou/ に注意させる。

②ややゆっくりとしたスピードで

　読む。

③予習ノートを確認する。

④言語材料の分析や説明は最小限にとどめる。
	ウ②
	活動の

観察

	単語
４分


	①単語を英語で書く。

②単語のドリルをする。
	①早くできたら，不安な単語を

　練習させる。

②変化をつけてくり返す。


	
	

	音読

１０分
	①コーラスリーディング

②Read and Look-up

③英日通訳
	①やや速いスピードで読む。

②正しいルールと姿勢でさせる。

③　②に同じ
	
	

	表現

６分
	①考えを英語で書く（３文以上）。

②ペアで発表する。

③個別に発表する。
	①３文以上書けるように助言する。

②できれば暗唱させる。

③いいところをほめる。
	イ①
	活動の

観察


